
 

 

 

令和 4年度八戸学院大学 

就職に関するアンケート 
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調査期間：令和 4年 7月 6日～令和 4年 7月 29日 

調査対象：令和 2年度卒業生 

調査方法：ビジネス学科、人間健康学科、看護学科の令和 2年度卒業生へアンケート依頼文を送付し、 

Googleフォームでの回答を依頼 

回答数 ：ビジネス学科・人間健康学科対象 145名依頼⇒20名回答（回収率 14％） 

     看護学科対象 59名依頼⇒5名回答（回収率 8％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□ビジネス学科・人間健康学科対象アンケート結果  

１．回答者情報 

回答を得た卒業生の卒業時の就職先業種は以下の通りとなっている。 

 

 

卒業時の就職先への在籍状況と退職した理由は以下の通りとなっている。 

  

 

退職後、転職した方の現在の雇用体系については以下の通りとなっている。 

 

 

 

 



２．現在の仕事に対する満足度 

 

現在の仕事に対する満足度は以下の通りとなっている。 

     

     

     

   

   

   現在の仕事への満足度では、概ね高い満足度となっている。各項目の満足度は高く、昨年分析した「入社

前の理想と現実の業務内容にギャップを感じている」ことが改善されてきている可能性がある。職場の雰囲

気も満足度が高く、離職防止につながっているものだと感じる。インターンシップなどを利用し、早期に企

業を知ることができるように、引き続き学生への指導をしなければならない。 

 

 



３．本学の就職支援について 

  本学の就職支援についての評価は以下の通りとなっている。 

   

    

  本学で受講して良かったプログラムについては、以下の通りとなっている。  

   

今後は学生のニーズにあわせ、合同就職説明会や本学独自の取り組みである就職合宿に代わるセミナーを

始めとして、就職環境に即した支援を早期の段階で行う必要がある。 

 

４．学生時代に学んでおけば良かったと思う事という質問の回答は以下の通りとなっている。 

  ・パソコンの基礎知識・操作（エクセル・ワード） 

  ・ビジネスマナー 

  ・組織の構成について 

  ・ハラスメントを受けた際の対処法 

  ・失業保険などについて 

 

 

 



□看護学科対象アンケート結果 

１．回答者情報 

卒業時の就職先業種と在籍状況は以下の通りとなっている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．現在の仕事に対する満足度 

 現在の仕事に対する満足度は以下の通りとなっている。 

    

    

    

  

    

   現在の仕事への満足度では、昨年度に比べて大きな変動はなかった。しかし、コロナ禍ということもある

ためか、「休日」と「労働時間」についてはかなり満足度が低下している結果となった。 

 

 

 

 

 



３．本学の就職支援について 

  本学の就職支援についての評価は以下の通りとなっている。 

   

 

  本学で受講して良かったプログラムについては、以下の通りとなっている。 

   

   近年は就職支援も含め学科教員の細やかな支援が評価されている。今後も日々変動する看護師の業務や求

められるスキルなどを把握し、学生に伝える必要がある。 

 

４．学生時代に学んでおけば良かったと思う事という質問の回答は以下の通りとなっている。 

  ・方言について 

・心電図波計について 

                                    


